運営概要 by 岡山大学農学部附属農場,
全国農場協議会の開催
当付属農場の本年度における大きい事業とし
ては, ｢全国大学付属農場教育研究集会並びに
秋季全国農場協議会｣の当番校として大会運営
を担当したことがあげられる｡
幸い好天にも恵まれ,幹事校をはじめ参加各
大学の多大な協力によって成功のうちに大会を
終えることができた｡また,大会を通じて全国
の関係者に当農場を紹介する機会を得たことも
大きな収穫であった｡
教育研究集会のテ-マとして提出した ｢地域
農業と付属農場｣についてはさまざまな角度か
らの討議によって認識を深めることができ,農
場運営に参考となる点が多かった｡
また,農場協議会には文部省係官の出席も得
て, ｢農場教官の充実｣｢行監の指摘事項に対
する対応｣などについて終始熱心な討議が行わ
れ,今後の発展の基礎ともなる大きな成果を得
ることができた｡
大会の日程,参加大学などは次のとおりであ
った｡
1. 日程
57年10月6日 全国農場教育研究集会
シンポジュームテーマ ｢地域農業と付属農
場｣
〝10月7日 秋季全国農場協議会
協議事項 1件 承合事項 3件
〝10月8日 視察
三徳園 備前焼陶芸会館 関谷学校
2､参加大学 ｡人員
国立
公 ｡私立
オブザーバー
??? ?
? ?
?
参加人員 107名
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岡 山 農 場
ノiく= 帥 門
昭和57年度の水田部門の運営は乾田直播水稲
栽培で行った｡栽培試験の内容は,稲わら撤去
水田におけるケイカル効果試験 (継続2年目),
条播 ｡散播比較試験および農学特別実習用水稲
栽培試験など実施した｡ (第1表)
栽培の概要を第2表,防除作業の詳細を第3
表に示した｡本年度は冷夏に加えて台風13,19
号による減収で岡山県の水稲作況指数97,平均
第 1表 栽 培 面 積 (F'7年度)
反収443kgに過ぎなかった｡水田部門における
水稲収量を第4表に示した｡台風13号,19号に
よる風害に加え,台風19号の大雨 (82mm)およ
びその後10月1日の雨 (12.5mm)によって倒伏
した学外水臼のアケボノの収量は低く,品質も
劣った｡しかし,その他のは場においては岡山
県平均を上廻った｡
作 物 品 種 試 験 内 容 圃 場 面 積 (α)
水 稲′ ト ヨ タ マ 条播,散播栽培 (比較試験) 1 号 田 614372312
ア ケ ボ ノ 条栖栽培 (ケイカル施用試験) 2 号 田学生実習水稲試験 3
飼 料 用 水 稲 条播栽培 (収量試験) 3 号 田
ア ケ ポ ノ 条播栽培 (収量試験) 学 外 水 田
栽培 (耕土培養剤 学 外 水
第 2表 栽培の概要 (57年度)
作物 圃 場 品 種 捕 . _種 施 肥 量 kg/10α 収穫期
播 種 期 様 式 琵男莞条 播 6 N P206K20
水稲′ 1 号 田 トヨタマ 5月12日 17.0 10.93 18.67 10月29Et日61 184
1 号 田 5月13日 散 摘 15 17.0 10.93 18.67
2 号 田 アケボノ 4月27日 条 摘 6 I6.8 1093 18.40
3 4 28 〟 6ー 66 13
3 号 田 飼料用水稲 4月29E1 6 16.6 10_93 18.13
学 外 水 田 アケボノ 5月4日 ′ 6 16.4 ll.83 17.66
第 3衷 試験田における防除作業 (57年度)
処 理 薬 剤 名 使用量/10α 散 布 臼
除 草 剤 サ夕-ン乳剤 1,000wP 5月10日
DCPA乳剤 750〟 5月10日
DCPA乳剤 650〟 5月25日
サ夕-1/S粒剤 3kg 6月11日
殺 虫殺 菌剤 ダイシストン粒剤 6kg 5月 6日
アルフェー ト粒剤 3.5〝 6月29日
ガードツマサイドDL粉剤 3〝 8月 5日
ヒノバイマクDL粉剤 3′ 8月19日
バリダシソ粉剤 3〝 8月24日
ヒノバイマクDL粉剤 3〝 8月30日
第 4表 圃場別収量 (57年度)
tR 種籾を含むo
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果 樹 部 門
本年は7月まで比較的好天に恵まれたが,8
月は雨天が多かった｡したがって果樹の結実は
良好で多収であったが,モモの晩生種では糖度
が不足し,ブドウのヒロハン,巨峰では着色が
悪かった｡
1号園モモ :結実,肥大とも良好で,とくに
早生種の品質は良かったが,晩生種は劣った｡
カキ :結実,肥大とも良好であった｡着果過
多で倒伏する樹もみられた｡
2号園キャンベル :やや樹勢が弱く,果実は
小さく,赤熟れ,欧化傾向を示した｡
リンゴ:側枝の発生も多く,昨年同様良好な
発育を示した｡本年度末,キャンベルを伐倒し,
約1.7hLlに定植する｡
3号園キャンベル :生育は良好で多収であっ
た｡品質もよかった｡新梢本数を多く残したた
めか一文字仕立樹で例年みられていたウィルス
様症状は少かった｡㌧また トンネルの被覆試験の
結鼠 長期被覆の弊害が認められた｡
4号園ヒロ-ン:生育は旺盛で多収であった
が着色は不良であった｡巨峰とともにコナカイ
ガラの発生をみた｡ー
巨峰 :結実良好でほとんど有核果粒となり摘
粒に努めた｡収量は過多,着色は不良であった｡
ベ-リ-A :試験樹以外すべてGAの無核化
処理を行った｡やや生育が劣った｡
ス パーー:生育,収量とも順調であったが,
なお果実は欧化傾向を示した｡
大温室マスカット:例年通り発育初期の葉色,
生育が悪かったが,以後の生育は順調であった｡
締果病が多発した｡
室内温度コントロール室 :収穫期前からの新
梢管理をしなかったので秋期の枝の伸びが著し
く,来年度への悪影響が懸念される｡
地中温度コントロール室 :地温の実験に使用
し,ほぼ順調な生育を示した｡縮果病が多発し
た｡
養水分コントロール室 :昨年に続いて磯耕栽
培した｡昨年の管理不足による影響は小さかっ
た｡比較的順調に生育し,縮果病巣はほとんど
発生しなかった｡新梢の生育は遅くまで続き,
結果母枝の充実は悪い｡
旧カキ園 :結実良好で着果過多であったが比
較的よく肥大した｡夏期の大風により葉及び果
実の損傷がみられた｡平核無の脱渋処理異にゴ
マが生じるものがあった｡
なお旧果樹見本園 (ブドウ温室西側)を果樹
苗木育苗園とし,農場本館周辺を果樹見本園と
した｡また果樹園装置化露地圃場,機械株,南
囲場の西側および南側のフェンス沿いに防風,
見本兼用の果樹を定植し外周園とした｡種類 (
品種)はビワ (田中),オ リー ブ (マンザニロ),
クルミ (信濃),ペカン (サクセス),ウメ (
豊後,.花香美,玉晃 甲州小梅,竜峡小梅,商
高),セイヨウナシ (ラ｡フランス),ユズ (
花柚子,無核柚子,大柚子)である｡
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第1表 圃場別,品種別収穫量 (1982)
圃 場 秤 類 品 種 収 量 kg (10aあたり) 対前年比%
1 号 園 モモ 砂子早生はカ 2,404 (1,335.6) 156
カキ 松本早生はか 469 ( 275.9) 303
2 号 園 ブドウ キャンベル 1,328 ( 885.3) 127#
3 号 園 ブドウ キャンベル 8,140 (2,325.7) 241
4 号 園 ブドウ ヒロハン 1,439 (2,398.3) 248
ス-ノヾ- 868 (1,446.7) 118
巨峰 1,250 (2,083.3) 164
大 温 室 ブ ドウ ､マスカッ ト 745 (1,514.2) 91
室内温度室 ブドウ マスカット 159 (1,870.6) 95
地中温度室 ブドウ マスカッ ト 51- ( 637.5) -※※
養 水 分 室 ブドウ マスカッ ト 0 ( 0) -※※黙
旧 カ キ 園 カキ 乎核無はか 3,636 (3,636,0) 161
※ 約 1.5ha栽培,他はリンゴ及びモモの苗圃として使用｡
※※ 初成り｡
※※※ 実験のため収穫しなかった｡
1980 1981 1982 年1978 1979
第 1図 最近5年間の収量の推移
1980年は天候が不順であったoモモ,マスカット,ヒロハン,キャンベル,ベ-リー
Aなどでは,その年,あるいはそれ以後も大きな影響を受けていると思われる｡
-52-
そ菜 ◎花 き部 門
本年度も従来の作付け体系をほぼ引継いで夏
の果菜類を中心におき,これに一部-ウスを組
合わせる形をとった｡
下表に作物別の面積,収量などを示したが,
収入金額から見た場合の比率はトマト,ナス,
キュウリなど果菜類が56%と大半を占め,次い
でタマネギ14%,キク13%,サトイモ5%,そ
の他の順となった｡
基幹作目である果菜栽培のネックはやはり収
穫最盛時における収穫労力の問題であり,本年
も臨時雇用によってこれを補った｡果菜の収穫
作業は機械化が困難でまた時間的制約もあるこ
と,実習用にある程度の面積を必要とすること
などを考慮すると当分の間は現在の形をとらざ
るを得ないであろう｡
今年度は従来からの懸案であった トマ トの窒
素施肥量についての実験を行い,ほぼ期待通り
の結果を得た｡各作物に共通することではある
が窒素施用量は栽培管理と表裏の関係にあり,
当農場での適正量を知り得たことは大きな収穫
であった｡しかし,本年はトマトにおいて,従
前よりウィルス病に犯された株が目立ち新たな
問題となった｡今後は肥培,防除面から何らか
の対策を講じる必要がある｡
秋冬作ではタマネギの比率が大きく,また従
乗から生産も安定している｡収穫時における天
梶,収納する場所などの制約もあるがタマネギ
での最大の問題点はやはり苗の定植に多くの労
力を要することであろう｡現在ではすべて手植
えに顛っているため,これがネックとなって面
積の拡大はむつかしい状態にある｡今後,他の
そ菜なども含めて,畑における苗の植え付けの
機械化,能率化を進める必要がある｡
ビニール-ウスの主要作目である電照ギクに
ついては導入した品種の特性を潤むことができ
たこともあって,ほぼ目的通り年末に開花を揃
えることができた｡しかし,年末出荷の切花ギ
クは市場価格の変動が大きく,この面での危険
度が高い｡今年12月における1本10円以下とい
う岡山市場での暴落は,消費者への直接販売に
よって避けることができたが,これは当農場で
の特殊例であり,農業生産としてみた場合は検
討の余地が多い｡
本農場のそ菜園場も開設以来すでに30年を経
過し,熟畑化が進んで収量が安定してきた反面,
先述のウィルス病など病原性微生物の密度増加
による障害,連作障害なども予測される時期に
たち至った｡これを回避し,圃場を効率的に利
用するという面から,現在当附属農場では全圃
場についての輪作体系を検討中である｡
昭和57年度 そ菜 ｡花き耕種概要
作 物 品 種 圃場 面積 播種 定植 収量 備考
タ マ ネ ギ a 月 日 月 日 k針/loo淡路中甲高 西1号 10.0 9.21 11.20 4β59
ト マ ト 強力米寿 西6号 5,0 3010 4.30 5,110
キ ュ ウ リ 夏秋節成2号 〝 " 小 9 5.7 8,132
ナ ス 長 者 〝 3.5 3.11 5.4 3,70
サ トイ モ えぐいも . 〝 10.0 4.19 1,110
レ タ ス′′ハ ク サ イタマネギ苗キ ク オリンピア M.1-ウス 2.7 3.2 4.6 1,6∞ 水耕栽培
グレイトレイクス 〝 〝 9.17 1(ト29 未収穫
芸蓋買蓋 ○他 買62棄三三 16io: 9:2㌦ 27 …:雛 収穫中
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畑 作 セ ン タ ー
合理的作付体系の確立と土地の有効利用を目
標とし運営の効率化を進めた｡前年までに試み
た新規作目の導入 (秋作バ レイショ｡ダイズ ｡
トウモロコシなど)に引き続き,これらの本格
的栽培を実施した｡第 1表に作物別新種概要を
示した｡
春作バレイショは,塊茎肥大期の好天にめぐ
まれ,高品質のものが収穫できた｡ 4月中旬の
降霜で一部枯死したが被害は軽微であったo昨
年と同様に施肥量試験を実施し (試験研究参照)
増収対策の基礎資料を得た｡
カボチャは,一部新品種 (七福南瓜)を作付
けたが,発芽が思わしくなかった｡､生育初期の
肥料過多が原因となり花飛び現象がみられた｡
前作 (カンラン)時施用した年糞が原因と思わ
れた｡収量もまずまずであったが,今後はさら
に省力化した上での増収が課題である｡
カンショは, 9月頃から-マキムシに葉を害
されたが問題はあまりないようである｡育苗は
さらに省力化 (例えば温床)をはかる必要が認
めちれた｡
1'ェダマメは,本年より本格的に取り組み4a
作付けた｡生育は良好であったが,圃場の基盤
整備がされていないため,降雨時に湛水し一部
に湿害が出た｡
スイートコーンも本格的に取り組んだ｡前年
のアストロバンタムにジュピタースイートバン
タム,モチグロ (仮称,在来モチ種)を加え,
移植栽培を行った｡モチグロはかなり晩生で,
小穂ながら高品質で販売所でも好評であった｡
エダマメと同様一部に湿害がみられた｡
カンランも順調な生育を示した｡早生種の育
苗床に雑草が繁茂し,手取り除草となった｡晩
生種は,育苗時に台風に合い育苗には課題を残
した｡早生種は,新品種を導入したが初期生育
が不良で 収穫期にべ卜病が多発し,ヨトウム
シの被害も多かった｡晩生種は気温の低下が遅
かったため,肥大も良く良好な生育を示した｡
カブは収量 ｡品質とも問題はなかったが,販
売数量が頭打ちであった｡
ダイコンは,高品質で奇形も少なかったが,
一部収穫期の多雨により地下部が割れた｡
秋作バレイショは,､地温の低下を待って栽植
したが一部腐敗した｡平畦で栽植し,萌芽後管
理機で畦割りした｡一部降雨直後に収穫したた
め,貯蔵中に腐敗した｡デジマには二次成長が
みられた｡
ソバ菜は,栽培法が一応確立したが,販売所
の需要に応じきれなかった｡さらに技術体系の
改善を必要とする｡
飼料作物は,イタリアンライグラスとソルガ
ムを作付け,トウモロコシも試作した｡
イタリアンライグラスの生育は順調であった
が,西圃場で実習生の不慣れから播きむらがで
きた｡乾草調整時は天候が順調で,高品質乾草
を得た｡
ソルガムは,1番刈りの際降雨によって収穫
できず,畑-還元した圃場もあった｡天候と実
習の関係による収穫ロスを軽減する方策を確立
する必要がある｡
トウモロコシは牛糞施用 ｡圃場整備など多労
を要したが,鳥害 ｡雑草が少なく,かなりの収
･量も確保した｡収穫機械体系を確立すれば有利
な作目と考えられた｡
本館跡地を整備し,牧草 (混播,夏作),イ
タリアンライグラス (冬作)を作付けた (南4
早)0
なお,昭和57年各月の気象を下に示した｡
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第 1表 昭和 57年度作物別耕種概要
栽楕密度 施 肥 畠 Lq/lou
作 物 【甫り易 面積 品 種 昧/a ( ).基肥
lWX川 N lも0, K20
- レイノヨ Fj5号 ‖〕 幻尉イモ 4OO 少肥
メー クLiン 100'く25 (105) (60)(9G)
テ ノ7 455 多肥
やトユタカ 川0×22 (210)(120)(180)
締稚ヒ】 定植Fl 収碓糊 生産圭孟 収 宣
t･J/lou
カボチャ 西4号 10 近成えびす 148 168 120 156 4月12日
ヒ福南瓜 450×150(84)(60)(78)
備 考
6月7日 2,482ALJ 2.482 施肥品試験
-6月lBEl 栽植密度試写会
7月6L] l.043かJ i.043
-7月謝日
カソソヨ 西5号 10 高糸14号 333 - - - 伏せ込み 5月10日 8月Z3日 2,962Ly 2,962 356個伏せ込み
100×30 3月17日 5月31日 ～日月22日
6月14El
ダイズ fl_q1号 4 タチスズナリ 1,000 (21)(100)(121) 6月 1日 6月14日 8月31日 454来 日 35束
(枝豆) /ロクエ 80〉く125 6月15日 6月29日 -10月lEJ
トウセロコソ JIlj61-3 5 アストロバンタム 238 (150 150 150 5月26u 6月7F1 8月7日 2,】41本 4,282 モチグロ(在来モチ種)
(スイ-トコー ン) ジュピター 10O〉＼42 (120)(120)日20) 6月10日 6月24日 -10月8El l抹2本
モチクロ
カンラン 的1-∃ 早秋カンラン 333 238 140 261 7月20日 8月20日 10月12u 1,6801lJ 3,360
20 120×5O (126)(90) (lj7) 9月10E7 -12月6日
西4号 夏摺二月柊 (2条) 280 140 291 8月6日 9月9[=1 日月12FT 7.031kゲ 4.987
カ ンラン (126)(90) (117) 9月10(1 -2月25日
カ ブ 丙2号 6 耐病ひかり 568 147 9〔) 141 9月13日
粍
ダイコン 芸…冒 7 芸荒畑
- レイノヨ 西∠l弓 10 デジマ
(枇 作) セトユタカ
ソ - 西7号 04 秋ソ-
ノハ某 日一 秋ソ-
ダイズ 西1号 25 ノClクエ
丹波黒
ラス イタリアンA
繭2号 137
両3ぢ 254
西7号 305
ソルカム 繭1号 37 スイー トソル
(1番刈り) コ~
繭2号 137
繭3号 20
西7号 36 ハイブリッド
ソルコ1-
西2号 14
80×22 (98)(70)(91)
(i66 165 140 154 9月13日
120×25 (1】2)(80)‖OA)
(2条)
904x4245 (105)( 7 5) (975) 9月2日
～iO月15日
1,000 (21)(100)(121) 6月15日 6月29日
80x125
3ig/10a 231 330 231 56年
(56)(80)(56) 9月21日
62 88 61 56年
(21)(30)(21) 9月211]
42 42 45 56年
(o )(o ) (o ) 9月21日
81 84 88 56咋
(36)(42)(36) 9月17日
3ね/10a 192 192 192 5月25仁1
(176)(176)(176)
128 128 128 5月25日
(96)(96)(96)
104 56 116 5月24日
(32)(32)(32)
139 139 139 5月26日
(4.8) (48)(48)
128 128 128 4月20日
(96)(96)(96)
一55一
11月5日 3,09119 5,152
- 1月12日
11円5E1 3,707たq 5,296
-1月24日
霊 諾IR4｡ 1,387 1.387
11月16日 5かJ 125 採揮
215東 -
327た9 130 内丹波黒 45的
試作
収納は5月17E】
収納は5月17EJ
4.9451g 451
･姓警 ぎ● 23I,l写㌍芸孟lT186Rl,
収納は5月171三1
(牛糞施用 8t)
サイレ-ジは7月12日-15日
(牛糞施用 lDt)
サイレー ジは7月12日-15日
25,315iy 2.373
サイレ-ジは7月12日～15EI
(牛糞施用4t)
サイレー ンは8月12日～15FL
(牛糞施用8t)
3.i50的 2,250 青刈り
1番刈り小計 (生草換算)
66t(55t/10a)
栽碑密度 施 肥 垣 AlI/10a
作 物 随け員 L7i積 品 掠 株/E, ( )基肥
LlJPXLm N P205 K90
ソル ガム 繭 1号 37 43 06 52
(2番刈り) (0 ) (0 ) (0 )
49 07 60
(0 )(0 ) (0 )
105 15 128
(0 ) (0 ) ( 0 )
32 32 32
(D ) (D ) ( 0 )
播羅臼 定植E] 収搾柳 生庄屋 収 袋
Ag/10a
サイレー ノは9月8仁t
13,555k(I 3,232 サイレ-シほ9朋 ロ
サイレ-ノは 9月8日
テントコ-/ 西7号 10 スノー テント 625 150 100 150 5月20l二】
1号 BOゝこ20 (10〔))(loo) (150)
牧草混栖 両4号 20 オ チーャード 45A･)/10a lOO 50 6O Ll月15日
グラス
トー ルフェスク
ラソノクロ-バ
赤 ク｡--
( 0 ) (0 ) (0 )
イタリアンライク 南 1号 37 雪印エ-ス 34g/LOO(64)(64)(64) 9jl17日
ラス
南2号 13,7 9月21日
南3号 20 (64)(64)(64) 9月】6日
南 4号 32 (64)(64) (64)10月22EJ
西7号 E12 (64)(64)(64) 9月14日
第 2表 昭和 57年各月の気象 (岡山)
平 均 気 温 FC) 降 水 量 柚
1982年 平 年 1982年 平 年
??????????
?
? ?? ?
?
?????????????? ??
??????? ???
3.3 16.5 38.6
4.0 36.0 48.2
7.1 87.0 79.3
13.0 108.0 106.9
17.5 80.0 131.4
21.4 59.5 185.1
25.8 278.5 182.5
27.0 105.0 95.6
22.7 159.0 164.6
16,2 30.0 98.2
10.7 820 57.5
5.7 16.0 34.5
14.5 1,057.5 1,217.5
岡山県気象月報 ｡岡山県の気象暦 (岡山地方気象台)による0
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8月】01=J 4.5251g 3,232 サイレー ジは8月】川1
2爵刈り小言1(fl二草換算)
25I(29t)
8月12[1 5.OOOAy 5,000 (石灰 1COAg,牛糞5t施相)
l抹2本
一 (約2I) - 建物路地
58年度乾草
(牛糞他州5り
日 照 時 間 (時間)
1982年 平 年
173.4 159.1
131.7 156.4
193.8 187.1
210.8 200.6
240.2 211.9
208.3 1733
165.0 205.9
1839 2482
138.1 168.5
197.9 177.4
135.5 167.7
181.3 156.7
2,159.9 2,2130
八浜農場
昭和57年度においても八浜農場の運営は水稲｡
ビール麦について大型農業機械を利用した直播
栽培によって行なった｡昭和57年に収穫した昭
和56年度産ビール麦の生育は良好で,収量も近
年の中では最高を記録 した｡また昭和57年度産
水稲の生育は夏期生育期間中の気温が低く,そ
のうえ台風13号 19号による被害があって -ァ
第 1表 栽 培 面 積
ケボノ'の収量は大巾に減少した｡また前年度
作付のビール麦跡地に栽培した t日本晴'につ
いては,播種後に長期間にわたり土壌が乾燥状
態に置かれたため,発芽が遅延した｡そのため
に t日本晴'の収量は .7ケボノ'よりもさら
に低い収量であった｡水田転作のソルゴーは生
育,収量とも良好であった｡
作 物 品 種 栽 培 圃 場 及 び 面 積 (α) J計 (a)
水 Y 稲′′ソ ル ガ ム ア ケ ポ ノ 1号田:281 2号田:158 439
日 本 晴 3号田:69 4号田:81 5号田:64 6号田:52 266
-イカロソルゴー 5 70 70
ビー ル麦 あ ま ぎ 2条 3号田 :69 4号田:81 5号田:134 6号田:52 336
第 2表 栽 培 概 要
播 種 期 尉 顧 N P205K20
水 稲′′ソルガム ア ケ ボ ノ 4月27日～4月28日 kg/10a条播 6.5 10.22 7.43 9.07 10月25日～11月9日
日 本 晴 6月1日～6月5日 〝 7.0 14.92 7.62ll.21 10月27日～11月2日
-イカロソルゴ｣ 6 " 5 545 4 44 8 3 8 25
※ ビール麦は昭和56年度産
第 3表 水稲防除作業内容 (除草剤)
圃場名 ス夕ム サター ン ス夕ム ス夕ム ス夕ム サ 夕ー- サン′ヾ- バサグラ乳 剤 乳 剤 乳 剤 乳 剤 乳 剤 ン粒 剤 ト粒剤 ン粒剤
形針10amC/10a 月E] 耕C/10a月日mC/10a月日me/10a月日kg/10a月日kg/10a月E]kg/10a月日
1号田281 750 1,0∝) 5/10 7505/24700 6/ll500 6/164.5 6/234.5 7/123,0 204.0 7/20(2α)2〝1583 694 81 750 1,0∝) 5/10OCX62(氾 5 7505/246(氾 612706/ll 4.5 6/23
5〝 64 750 1,0〔沿6/15 3,0 7/204.0 7/20G2a-)
一 57 -
第 4表 水稲防除作業内容 (殺虫殺菌剤)
圃 場 名 ダイk.i/x誌al/ 月日 ヒノノウサンサイド 月日kg/10a ヒノノウサンサイド 月日kg/loo
1号田 281 5.6 5/4 3.7 8/28 3.1 9/16
2 〝 158 6.6 5/15 3.7 8/28 3.1 9/16
3 〝 69 8.1 6/8 3.0 8/30 3,1 9/16
4 〝 81 8.1 6/8 3,0 8/30 3.1 9/16
5 〝 54 8.1 6/8 3.●0 8/30 3.1 9/16
6 〝 52 8.1′ 6/8 3.0 8/30 3,1 9/16
第 5表 作物別収量
作 物 品 種 収 量 10a/kg
水 稲′′ソ ル ガ ム ア ケ ボ ノ 392.7
日 本 晴 300.8
ハイカロソ-ルゴー 4,757,0
※ ビール麦は昭和56年度産
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津 高 牧 場
牧場運営は昭和56年度においても前年度と同
様に苦しい状態が継続した｡すなわち,前年度
の種付成績不良の影響で 子牛生産頭数が少な
く,繁殖成績不良のめす牛を次々に肥育して収
入の向上をはかる始末であった｡
1年間の飼育牛の異動は第1表のようになり,
子牛生産頭数はわずか17頭,繁殖年頭数が前年
度より増加しているにもかかわらず,子牛生産
頭数は前年度より26%減であった｡これは毎年
問題にしているように,原因不明の繁殖障害に
よるもので, ミネラル剤の投与,各種のホルモ
ン処置等を実施してみたが,明らかな効果を示
すものがなく,未解決になっている｡この表か
らもわかるとおり,生産子牛17頭のうち,12頭
までがめす,おす子牛はわずか5頭であって,
著しい性比の異常が認められる｡ただ,前年度
には23頭中6頭までが25kg未満の小さな子牛で
あったが,本年は23kgが1頭あっただけで,虚
弱子牛はいなかった｡また,前年度は4頑も出
た死亡事故が本年度は1頑もなく,この意味で
は比較的平穏な1年であったといえる｡
54年度産のおす子年が非常に少なかったため,
本年度は肥育販売できる去勢牛が1頭もなく,
やむをえず繁殖成績不良の繁殖めす年を8頭も
肥育販売した｡第2表はその枝肉成績で,未経
産牛が多いにもかかわらず,上物は1頭もなく,
販売価格は比較的低かった｡10月の販売に比し
て,3月の販売の方が単価が安いが,これは相
場が全体に低調となったためである｡
本年度は場内産のめす子牛を子年市場に出荷
することを初めて試みた｡第2表はその結果で,
相場が下降ぎみであったこともあるが,赤 138
号を除いては成績不良である｡これは,おそら
く繁殖障害と同じ原因によって,骨格の発育が
やや不良である上に,赤138号以外の子牛は出
荷前に完全離乳していたため,毛づやが低下し,
濃厚飼料給与時に横かんぬきで生じた脱毛郡等
のために,見映えのしない子牛になったためと
推測される｡ただ,体重だけを考えれば,日令
体重の平均が0,855であるから,めす子牛の発
育としては,ほぼ順当である｡なお,第1表で
は売却牛のなかに子牛は1頭だけで,4頭は育
成牛となっているが,これは生後8か月以上に
なると,台帳では育成牛に振替えられるためで
あるQ
第1表のなかに繁殖牛が1頭売却されたこと
になっているが, これは発育がとくに不良で月
令だけは経過していても繁殖牛としては使いえ
なかった68号牛を,学生の解剖実習用に提供し
たものである｡ この年は昭和55年 1月29日生れ,
と殺時の56年11月20日では生後21.7か月である
が,体高103cwE,体重176kgで,ほぼ生後7か
月の子牛程度の大きさであった｡生時体重が14
kgしかないので,在胎中から異常であったこと
が想像できるが,解剖してみると,心,節,肝,
腎,冒,腸などの主要臓器に特別の異常はなく,
ただ牌の腫大と胆のうの膨大が観察されたのと,
子宮,卵巣が著しく未発達であった｡従って,
この剖検所見からは異常の原因を推測すること
は難しい｡
昭和56年度は6月中旬から7月始にかけては
充分な雨量があったが,7月8日から8月26日
までの間に1日10mmを越える雨が一度もなく,
早ばつの年であった｡そのため,7月の乾草収
穫は比較的順調であったが,ソルゴ-の生育は
やや不良であった｡それでも,青草換算総収量
は401.9 tに達し,当牧場の最高収量を更新し
た｡これには10-13号草地 (放牧専用地)の収
量が向上してきたことが大いに貢献しているよ
うで,放牧地の管理が軌道に乗ってきたことを
示唆している｡
津高牧場附近に建設予定の新岡山空港に関し
ては,56年2月から予備交渉が開始されていた
が,本年度中に岡山県との交渉が次第に本格化
して,1-3号草地のかなりの部分,約2.3haと,
牧場西端の環境保全林のうちの約 1haを空港な
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らびに関連用地として提供せざるをえない状況
となった｡56年度末現在では,牧場の東に隣接
した土地を代替地とし,廃道となる牧場入口附
近の県道の代りに,東側からの新 しい進入道路
を建設して機能を回復させるという案で交渉を
継続中である｡空港の完成予定は昭和61年頃と
みられているので,ここ数年のうちに牧場の様
相が大きく変化することが予測される｡それに
しても,空港への接収予定地1-3号草地は,
当牧場内で最も生産力の高い地域であり,代替
地の草生いかんによっては大打撃を受ける可能
性もある｡
第 1表 昭和56年度飼育牛異動状況
55年度から開始された特定研究 ｢山地開発で
造成した肉用牛牧場における生産技術体系の確
立に関する総合的研究｣は第2年目となった｡
本年度は,当初草地として造成したが,地すべ
り等のため浸蝕の激しい場所に,苗木を植栽し
て浸蝕を防止する研究に重点を置いた｡この効
果の表われるのは,おそらく数年から十数年後
となるであろうが,どのような樹種がこの牧場
に適応して定着するかは,1-2年のうちに判
定できるはずであり,牧場周辺の環境保全対策
として注目されるところである｡
項 目 黒 毛 和 琴 合 計雌 雄 .去 勢
子 牛 育成牛 繁殖牛 把育牛 子 牛 育成牛 肥育♯
56.4.1現在 9 10 39 4 9 0 4 75
期 増 生 産 4 - - - 2 7 - 6振 替 - 6 8 - 21
間累 減動 振 -替へい死売 却 6 ー 8. 7 ･210
56.10.1現在 7 .8 47 4 4 7 4 81
期 増間異 生 産 8 3 - 3 - - ll
振 替 - ･4 4 4 8 23
滅 へい死 - - 0
動 売 却 1 - 14
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第2表 昭和56年度 枝 肉 販 売 成 績
と 殺 耳標 品種 出荷時 水引枝 枝肉 枝肉 枝肉 売上 生体
体 重 肉重量 歩止 単価 金額 単価
年月E] 番号 性別 (顔)
56.10.8黄 12
〝 黄21*
〝 董22*
〝 責32*
57,3.16黄 3
〝 黄27*
〝 黄28*
〝 黄 31
黒めす 624
〝 565
〝 612
〝 582
〝 573
〝 645
〝 513
" 580
*印は未経産牛
伽) CiOo1 規格 (円/kg) (千円) (円/kg)
388,9 62.3 *
3597 63▲7 中
378.2 6l.8 *
357.3 61.4 中
355.8 62.1 *
378.0 58.6 中
311.3 60.7 中
332.6 57.3 並
第 3表 昭和56年度 子 牛 販 売 成 績
1,570 604.6 969
1,700 6031 1,067
1,675 624.7 1,021
1月56 6弘4 1,124
1,570 554.7 968
1,730 642.0 995
1,侶0 518.4 1,011
1,485 491.2 847
販 売 耳標 生年年月日 番号 月日 生後 体重 目令 せり落 kg当り 母 父牛名号
日令 体重 価 格 単 価 午香
旧 ) (kg) (kg/日) (千円) (円/kg) 早
56.ll.6 '#129 56.1,24 286 260 0.gj9 274 1,054 1 守 林
･ 赤 1声0 56.1-.24 286 230 0.fX)4 248 1,078 13 第 1片山
" *133 56.1.31 279 225 0.806 267 1,187 4 第1片山
" *136 56.2.23 256 200 0.781 193 965 10 第11糸谷
岡山県津山家畜市場出荷,黒毛和種めす子牛
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本 島 農 場
1981年 2月の異常寒波により昨年度の生産量 5月,佐賀大学岩政正男教授の御援助により56
は大きく低下した｡なおその影響は本年度の柑 品種 130本の柑橘品種を導入した｡
橘の生産量にも及んでいるようである｡1982年
第 1表 本島農場における生産量 (1981年度)
種 類 品 種 生 産 量 金 額
果 実 温 州 ミカ ン 5,315 毎 358,400 円
甘 夏 カ ン 1,730 152,350
切 枝 ク チ ナ シ 50 本 200
マ サ キ 200 2,400
エ ニ シ ダ 400 7,600
ノヾ ン ノヾ ス 3,450 67,960
銀 費 ア カ シ ア 700 15,760
柳 葉 ア カ シ ア 1,200 10,320
三 角 糞 ア カ シ ア 350 10,600
モ ク マ オ ー 800 16,480
ブ ラ シ ノ キ 1,900 22,880
ユ ー カ リ 800 13,280
苗 木 サ ツ キ 49 19,000
第2表 本島農場柑橘品種一覧 (昭57年 )
種 類 品種 ,別名 (英語名,漢字名), (学 名) 本数 備 考
ミ カ ン 早生ウンシユウ (Cii=puSunBhiuMARC.)211 品種不詳
普通ウソシユウ 〝 130 品種不詳
堂脇早生 〝 2 宮川早生園での変異株
橋本早生 〝 2 松LLト早生の枝変り
石塚早生 Ir 2 興津早生園での変異株
金沢早生 〝 2 松山早生の枝変り
君島温州 〝 2 尾張温州の枝変り
紀州 ミカン,小 ミカン (C.KinokuniHort.eXTANAKA) 2 中国原産,ウンシ ユ ウ以前の主品種
1 62-
6 % 品乳 別 名 (英 語 名, 漢字臥 (学 名) Ti数 備 考
オ レ ン ジタ ン ゼ ロン ゴ ー ルンゼ リン.ロシ 卜レ 平紀州,大平密相,桜島 ミカン 〝 2 紀州 ミカン(ヨog)の-変種(幻～60g)
無核紀州 ′′ 2 紀州 ミカンの無核種
タチバナ .(檎) (a.taehibanaTANAKA) 3日本原産,台木用,耐寒性大
ポンカン(様相),密桶柑 (C.I,etieuZrataBLANCO) 5インド原産,インド,ネパ｣ル,フィリピン,中国産地
大川ポンカン ′/ 1 台湾からの低しよう系ポンカンの実生
スダチ,阿波 ミカン,キノス,酸橘(a.8udacfhiHort:.eXSHⅠRAⅠ) 6■徳島県原乾 トゲおよび種子の有鯉の系統あり
シイクワシヤー (Shiikuwasha)(C.depr.eBBatiAYATA) 3 沖縄か ら台湾に野生,求ンカンの 木
クレメンテイノ小.-.ヌ-レス (C1ementinodeNules) 2 スペイン,/ヾレンシア地方原産,クレメンチ の枝変り
アンコール (Enco1:e) 2 キング×地中海マンダリン
*j(Kara) 4 温州ミカン×キングセンダリン
不一フル (a.Binen8iBOSBECK) 4品種不詳
白柳ネーブル 〝 2 ワシントンネーブルの枝変り
福原オレンジ /砿1 ′′ 2 ジ∃ツパの枝変り,大巣で種子少い
福原オ レンジ 〟64 /I 2 糖度高く,豊産
バ レンシア (Valencla) .′ 2 ポル トガル原産
-ムリン (Hamlim) 〝 2 フロリダ州原産,実生
シャム-ティ (Shamouti) " 2 イスラエル原産,ベレディの枝変 り
カデネラ (Cadenera) ′∫ lスペイン原産,実生
サルスチアーナ (Salustlana) ∫′ l スペイン原産,コムナの枝変り,種子少い
マー トル リーフ (Myr亡1eleaf) 4 原産地不明,観賞用
セ ミノール (Seminole) 2 ダソカ'/グレ- プフJL,ツ×夕㌧/シイタンゼリン
ミネオラ (Minneola) 2 同上,自家不和合性
オーランド (Orlando) 9 同上,自家不和合性
イヨカン(伊予柑),臭穐 カン,伊予 ミカン(C.iyoHort.eXTANAKA) 76 山口県原産,起源不明
捕 ,興津21号 2 宮川早生×トロ ピタオレ ンジ
オ-夕ニーク (Ortanique) 2 ジャマイカ原産,実生
リー (Lee) 6 クレメソチン×オーランドタンゼロ
ロビンソン (Roblnson) 2 同上. リ-,ノバと共に自家不和合性
ノバ (Nova) 4 弘 こ昌妄霜 競 ソン
ペ-ジ (page), ページオ レンジ 4 ミネオ ラ×ク レメンチン
トロイヤーシ卜レンジ (TroyerCltrange) 3 ワシントンネーブル×カラ夕チ台木用
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種 類 品種 ,別名 (英語乳 漢字妻
川野ナツダイダイ,甘夏,甘夏相,甘夏ミカン
新甘夏,サンフルーツ,田浦オレンジ,ニュー セ71;
ハツサク (八朔) (a.HctSSC
農間紅-ツサク,紅-ツサク,広島オレンジ
ダイダイ (代々,檀), Sourorange((
カブス (臭樫),しゆうとう
サワ-オレンジ(Souroran弓e),COmmC
オレンジ日向 (a.七cmupaフ
サンボウカン(三宝柑) (C.BuLcata
力ワチバンカン (河内晩柑)
アンセイカン (安政柑)
小林 ミカン
キンコウジウンシユウ (金柑子温州)
ブ ン タ ン 土佐ブンタン(文旦),法元文旦
水晶ブンタン
平戸ブンタン,唐蜜柑
オオ夕チノサ (大桶) (C.∂tachib
グレ⊥プフルーツ マ-シユ(Marsh), マ-シユシー ドレス
レッドプラッシュ
レ モ ン レモン
リスボン (Lisbon)
ユーレカ(Eureka), ギヤリー ズユ-レれ
フエミネロ.オバ⊥レ (Femmine11oOVale1
シ 卜 ワ ン ブッシュカン (仏手柑),
ユ ズ オオユズ (大柚子).大触 大由子,(a.Ju;ムカクユズ (無核柚子)
ハナユ (花柚) (a.HanaJ'uHort.e
カボス (番栓).カボスユ (a.Sphaer,
キ ン カ シ キンカン (金柑),Kumquat (Foptun
ニソポウキンカン (寧彼金柑) (F.cr,a
長実キンカン,長キンカン (F.mapgap
福州キンカン,長寿金柑 (F.obovata
トウキンカン シキキツ (四季橘),培金柑 (C.madup
a7(u Hor亡.exTANAKA)
a.aufaniizm i.)
onSourOrange 〝
nanort.ex TANAKA)
tlort.exTAKAtiAStI工)
(C.gpandisOSBECK)
anaHort.exTANAKA)
(a.par･adiBiMACF･)
/
(C.LimonBURMANN.)
/
∫/
(a.MedieaLINK.)
noSS工EB.exTANAKA)
xSHIRAI)
oear'parlort･ex
TANAlくA)
eZZa spp.)
ssifo乙iαSWINGLE)
iね･SWINGLE)
TANAKA)
enSisLOUR.)
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大分県原産,ナツダイダイの
枝変り
熊本県原産,川野ナツダ
イダイの枝変り
広島県原乾 実生 授粉樹必要
広島県原産,-ッサクの枝変
インド,ヒマラヤ原産,渡来は
古い
一般にダイダイと呼ぶ,
回肯樽とは異なる
インド原産,地中海沿岸
産地,台木用
静岡県原亀 日向夏の枝変り
和歌山県原産.起源不明
熊本県原産,ブンタンの雑種
広島県原産,実生 (ブン
タン×カブス?)
福岡県原産,夏桂と温州
の接木キメラ
大分県原産,金柑子と温
州の接木キメラ
鹿児島県原亀 起源不明
高知県原産,育成品種で
あるが不明
長崎県原産,実生
鹿児島県産地一起源不明
プロリタ原産,実生
無核で赤味の強い系統の総称
品種不詳
ポル トガル原産
カリフォルニア原産,イ
タリア産果実の実生
イタリア原産
インド原産 観賞用,将棉
易
ユズの大果菜,起源不明
島根県原産,山口県産地
中国原産か? 来歴不明
大分県原産,起源不明,
臭椅 (カブス)とは別
品種不詳,中国原産
外国では明和金柑
(MeiwaKumquat)
カイヨウ病,ソウカ病に強い
キンカンとミカンの雑種
キンカンとミカンの雑秤,
(Calamondln)
